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皿　景観の概念と植生　Begriff　der　La銀dschaft　und　Vegetatio魏

1．　景観の概念　8egri貿der　L、andschaft

　景観Landschaftについて，井手久登（！967）は，　「まず地域的（空間的）な広がりがあり，

そこに内包される具体的事象の識認があり，それらが時間的に変化し，しかも個々の具体的事物

相互間および地域縮互間には機能的力が働くという関係」すなわち生態的秩序概念を指摘し，さ

らに「景観」の概念には（1）自然的潜在力を基盤とした生物生態的秩序概念，（2）主体的にかかわっ

てきた入間集団の地域概念および歴史的共属概念が含まれているとしている。また，木内信蔵

（1968）は「地域概論」において『景観は多くの要素（これを地要素Geofaktorenとよぶ）　よ

り構成され，それらは一個の複合体として景観を構成している。機能的にみれぽ，景観は過去か

・ら現在に到る自然と人間の歴史の集積であり，自然を基礎として経済・交霊・政治等の営みによ

って形成されている』（P．91）と述べている。さらに，Schmithasen　1963は，景観を事物Sach

一空閾Raum一時間Zeitのシステムとしてとらえており，生態学側面からの地域秩序の維持を

めざす国土管理La珪despflege（Buchwald，　K．，　Lendholt，　W．　u．　K。　Meyer　1963）へと進化さ

せることも現在では行なわれている。

　農村の評価という点から，武内和彦（1981）は，土地自然がもつ多様な機能性を生かしながら

土地利用を営み，利用と自然とが一定の生態学的バランスが保たれているのが地域秩序（地域生

態系）としての農村景観であると指摘している。しかし，人間生活と環境とのバランスという意

味での生態学的地域秩序は，農村景観に限られてはおらず，今日まで多くの人々が移り住み拡大

成長を続けている都市景観においても維持されていなければならないはずである。

　景観の把握・分析は，自然的要因の側爾と人：文白勺要因の側面とに大捌1することができるが，従

来土地利用の現況，土地利用の歴史的変遷，法的規制地の把握，交化財，土地覆有など土地利用

形態にかたよっていた。しかしBuchwald　1964は第9圓国際造園会議において景観分析の要綱

として以下の点をあげている。

　A。土地の性格（膚然的要因）
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地理条件：地質，地形，鉱床

土壌条件：土性，土壌型，土壌評価

水理条件：海洋，河川，湖沼，地下水，水質

気象条件：降水童，気温，風向，風速，微気象，季節

植生条件二現存植生，潜在密然植生，保護対象の植生および種

動物条件：動物誌，保護対象種と生活域

．空間の景観生態学的区分
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　　8．　景観災害：水蝕，風蝕，早越，地盤沈下，高潮洪水，河川汚濁，霜害，大気汚染，排気

　　　ガス，煙塵害，騒音，土壌侵蝕崩壊シ台風

　B．社会構造（社会の潜勢力）

　　1．土地利用の現況と利用可能性

　　2，　不動産所有関係

　　3．　既定，　法定言十匡類，　謡言裳≡

　C．土地潜在力と地域発展のための総合的診断

　Buchwaldの指摘は，立地開発，地域開発，園土管理などの土地利用計画に際して，自然立地

的土地利用の可能性，すなわち景観の潜在力を自然的要因の側面からとらえることの重要性に他

ならない。

　景観を支えている基礎的要素としての自然的要因は，項鳳をあげれぽ数限りなくあり，しかも

一つとして独立しているものがない。にもかかわらず，景観がその土地における自然環境あるい

はその潜在力に対する人間の影響の所産である点に意味をもたせたアプローチ，すなわち総和群

集によるアプローチは現在までほとんど行なわれていない。

　総和群集によるアプローチは，人間も一員である生物社会の基本的構成者であり，生態系にお

ける唯一の生産者の立場にあり，しかも自然簾境を総合して具現している楠物集団一植生一情報

によって行なうことが可能である。

2．　環境II青報としての植生　Die　Vege亡ation　als　die　Umw磁si類£ormaもion

　人間活動の場としての地域は，自然環境を基礎とした特性の存在を指摘できる。この自然藻境

をふまえた地域特性は，景観として具体的にとらえることができる。前項で示されている様に，

景観の解釈および景観を構成している要因分析は意見の別れるところであるが，景観のもつ自然

的要因の重要性と植生の時間ド1勺連続性と総合性とから植生情報によるアプローチが可能である。

この点に関しては，『種組成を基礎とした単位づけとその体系化が可能な植生は，緑の自然の具

現であるにとどまらず，土壌，　（微）地形，気候等の生物生産的立地を支えるさまざまな因子の

有機的，複合的総和の反映でもある。植生，すなわち生育地という空間を占める植物共同体は，

内的および外的な環境要因に制褒され，総括された立地に対応した存在である。さらに，自然礫

境に及ぼした人為的影響の質的および量的評価も可能である。』と宮脇・鈴木（1981）が述べてい

るように，植生情報による景観の把握および区分の璽要性が指摘できる。

　時間的および空間的にある一定の位置（場）を占めている具体的な個々の植生すなわち植分；

Bestandは，景観を構成している最小の単位，要素である。各植分の高さ，階層構造，種類組成，

個体数などは，厳密には同一ではなく，各々の二分に違いがある。しかし，質的把握という点か

ら，種類組成の比較検討による植生の単位づけが可能であり，その基本単位を群集Assoziatio且

または群落Gesellschaftとして植物社会学的規定が広く行なわれている　（£llenberg　l956，
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Miyawaki＆K．　Suzuki　1980）。

　種類組成を基礎として植物社会学的方法により規定された群集および群集に準じる群落は，種

類組成だけでなく階層構造，土壌条件，立地条件，人間活動の影響の程度などの情報もインプッ

トされている抽象的単位・総体であるともいえる。さらに，群集（群落）は，単位性をもつと同

時に，総合常在度（種類組成に関する）などを作成し比較検討による群集（群落）相互の関係を

明らかにすることができ，体系化も可能である。

　景観を構成している植生の位置と広がりは，単位性をもたせた植生すなわち群集・群落を凡例

として地形図上に具体的に，植生図Vegetationskarteとして示すことができる。植生図は，対

象とする植生によって以下のように区分できる。なお，植生には森林植生から路上のコケや短茎

草本植物を中心とする植生まで多様であり景観を構成している植生情報は，一定の大きさ以上の

爾積をもつものに限って現存植生図上に位置と広がりを示すことができる。

　（！）原（始）植生図……人間活動の影響が加えられる以前の植生を対象としている。

　（2）現存植生図…………現在，具体的に生育している植生を対象としている。

　（3）潜在自然植生図……現存しているさまざまなタイプの穂生にかかわりなく，その立地が支

　　え得るもっとも発展した植生，すなわち潜在自然植生を対象としている。

3．景観と植生情報　Landschaf電und　Vegetationsin鉛rmaもion

　景観を現在構成している植生は，個々の植物の消長ではなく種レベルでの存続を問題とした植

物共同体であり，自然環境と人間活動の総和が時間的つながりの中で具現されている。すなわち，

ながい關の人間活動の歴史は，その土地の立地条件，自然の潜在力の許容範囲の中で試行錯誤を

くり返してきている。このことは景観によって地域特性の情報を得ることの意味づけであるし，

植生情報による地域特性の把握の重要性に他ならない。

　具体的例として静岡県内陸部（シラカシ群集を潜在自然植生とする地域）における半自然景観

と植生情報との関係式を以下に示すことができる。

　〔静岡県内陸部の半自然景観〕

　　＝Σ｛（シラカシ群集）一ト（イロハモミジーヶヤキ群集）÷（コクサギーケヤキ群集）十（タマアジ

　　　　　サイーフサザクラ群集）畦一（クヌギーコナラ群集）十（オノエヤナギ群集）十（カラスビシ

　　　　　ャクーニシキソウ群集）十（ウリカワーコナギ群集）÷（オギ群集）十（ミゾソバ群集）÷

　　　　　（ニワホコリーカゼクサ群集）÷……｝

　　＝Σ｛（常緑広葉樹自然林）＋（夏緑広葉棒に二次林，雑木林）＋（人工林，植林）÷（低木林，マン

　　　　　ト群落）÷（河辺自然草原）÷（二次草原）＋（耕作地雑草群落）÷（空地・路傍雑草群落）

　　　　　＋……｝

　　灘Σ｛（潜在農1然楠生；自然度X～】X）÷（二次林；自然度駅～顎）＋（人工林；自然度VD÷（低

　　　　　木・マント植生；自然度V～W）÷（二次草原；自然度皿～誼）＋（裸地；自然度1）｝
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＝Σ｛（神社林）÷（水源かん養保安林）＋（林難産緑地）÷（斜面保全・立地保全林）＋（劃乍物

　　　　生産緑地）＋（レクリェーシ。ン緑地）＋一…・｝

すなわち，景観は以下に示される植生情報を内在しているといえる。

景観＝Σ｛（A群集＊）十（B群集＊）十（C群集＊）十……｝㌔現存植生

　　　　鷹Σ｛（自然環境・立地条件）÷（燗活動・土地利用形態）｝

　　　　麟Σ｛（潜在自然植生）÷（現存植生）＋（植生自然度）＋（植生立地区分）｝

　　　　＝Σ｛植生域・景観の質的および量的評餌｝


